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理科学習指導案  

                   日 時 令和４年１１月１０日（木）６校時  

指導学級  第２学年１組（ 教 室 ）    

指導者   教諭 伊 東  朋 子 

Ⅰ 単元名   天気とその変化 気象の観測（東書・新しい科学Ｐ１７３～Ｐ１９６） 

                                   

Ⅱ 指導に当たって   

１ 単元観 

本単元は，中学校学習指導要領理科の第２分野「（4）気象とその変化 ア 気象観測」   

に基づく単元となっている。「（4）気象とその変化」では，その内容を「身近な気象の観

察，観測を通して，気象要素と天気の変化の関係を見いださせるとともに，気象現象につ

いてそれが起こる仕組みと規則性についての認識を深める。」また，「（4）ア 気象観測」

においては「校庭などで気象観測を行い，観測方法や記録の仕方を身に付けるとともに，

その観測記録などに基づいて，気温，湿度，気圧，風向などの変化と天気との関係を見い

だすこと。」としている。身近に起こる気象現象を観察し，観察結果や気象に関する様々な

データを基に，データと天気の変化の関係性を見出し，気象現象の仕組みや規則性につい

て理解を深めることをねらいとしている。また，基本的な観測技術を身に付けさせ，観測

データをもとにレポートの発表などを行うことで，思考力や表現力を育成することも重要

な単元である。 

 小学校では 4 年生で，「天気の様子」，5 年生で，「天気の変化」について学んでお

り，継続して観察することの重要性や気温や天気の調べ方についての基本的な学習をおこ

なっている。 

 近年，地球温暖化などの影響による地球規模での気候変動は，大きな気象災害を引き起

こす原因であると考えられている。気象に関する様々な情報を正しく理解し，防災や減災

をはじめ様々な日常生活に役立てていくために重要な単元であるといえる。 

 

２ 生徒観（省略） 

 

３ 指導観 

本単元は，気象観測などの実習や水蒸気の変化についての実験はあるものの，過去の観測

データや写真，天気図などを使って風向や湿度の変化などを確認することが多い傾向にあ

る。このため，生徒が日々実感している天気や身近な場所での観測データと習得した知識を

グラフや動画などを活用して結びつけ，科学的に探究する場を多く設定していく必要があ

る。 

本単元の目標を達成するために，以下の点を特に意識して指導に当たりたい。 
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① 主体的に学習に取り組むための工夫 

・生徒の実態からタブレット端末を活用し，主体的に取り組むためのレポートとその発表

を行わせる。 

・観察・実験の器具を整備，工夫することでグループでの観察・実験を効果的に実施する。 

・互いに教え合うグループ活動を行うことで，主体的な活動を促す。 

② 授業の「ねらい」を理解させ，学習内容を習得させる授業の工夫 

・１時間ごとの「課題」を分かりやすく表示し，板書計画を立てて，生徒が授業の流れや 

目的を理解できるようにする。 

③ 観察，実験の結果を活用し，科学的に探究を深めていくための工夫 

・まとめ方や表現方法を事前，事後の両方で個別に指導し，観察・実験の結果を明確にし， 

的確な考察につなげる。 

・考察の表現を個別に指導し，発表の場面を設けることで，科学的な思考・表現の向上 

につなげる。 

 

４ 単元の目標及び評価規準 

（１）目標 

ア 気象要素と天気の変化との関係に着目しながら，気象要素，気象観測，霧や雲の発生

についての基本的な原理法則などを理解し，学習した内容を元に観察・実験を正しく行

うことができる。 

イ 気象観測について，見通しをもって解決する方法を考えて観察・実験を行い，その結

果を分析して規則性や関係性を見出して表現することができる。 

  ウ 気象観測に関する事物・現象に進んで関わり，自然現象を総合的に見ることができ

る。 
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（２）評価規準 

知識・理解 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

気象要素と天気の変化との

関係に着目しながら，気象要

素，気象観測，霧や雲の発生

などについての基本的な概念

や原理などを理解していると

ともに，科学的に探究するた

めに必要な観察，実験などに

関する基本操作や記録などの

基本的な技能を身に付けてい

る。 

気象観測について，見通し

をもって解決する方法を立案

して観察，実験などを行い，

その結果を分析して解釈し，

天気の変化についての規則性

や関係性を見いだして表現し

ているなど，科学的に探究し

ている。 

気象観測に関する事物・現

象に進んで関わり，見通しを

もったりふり返ったりするな

ど，科学的に探究しようとし

ている。 

 

５ 指導・評価の計画（全１３時間） 
時

間 
題材名及び目標 主な学習活動 

評価規準・評価方法 個別最適な学びの

手立て 知・理 思・判・表 態 

１ 

第 1 節  

気象の観測 

気象要素について

積極的に発言する。 

気象要素と天気の変

化には，どのような関係

があるかを考える。 

気象観測に関する節

や観察実験について自

分の担当を決定する。  

 
 天気 の 変 化 が ど

の よう な 気 象 要 素

に 関係 す る か を 考

え，表現している。

［記述分析］ 

 
事前課題として

天気について小学

校で学習した内容

をメモする。 

【学習時間の個別

化】 

２ 
自分なりの工夫を

加えながら，分かり

やすく内容をまとめ

る。 

気象観測に関する節

や観察実験について自

分が担当する内容をま

とめる。 

 
そ れ ぞ れ の 気 象

要素について，気象

観 測の 方 法 を 理 解

し，気象観測に関す

る 内容 を 工 夫 し て

まとめている。［記

述分析］ 

  

 
 ロイロノートで

まとめた内容を 1

時間ごとに確認

し，助言を行う。

【課題選択学習】 

３ 

４ 

 自分が調べ，まとめ

た内容を互いに確認し

合い，発表へ向けた話

し合いを行う。  

 
気 象 観 測 の 結 果

か ら気 象 要 素 に つ

いて考察し，それら

を 整理 し て ま と め

ている。 

［発言分析・記述

分析］ 

  

   ロイロノートを活

用し，同じ節や実

験についてまとめ

た生徒で内容を共

有し，発表へ向け

て確認作業を行

う。【協働】 

 

 

 

５ 

(本

時) 

 

 

  

気象観測の方法に

ついての説明を聞

き，気象観測の「基

本操作」を身に付け

ることで，単位など

をつけて正しく記録

することができる。 

 

  

 
メモをとるなどし

て，気象観測の方法

を正しく理解しよう

としている。［記述

分析］ 

 

 

  

気象データを正し

く読み取り，単位を

つけて記入すること

ができる。［記述分

析］ 

生徒が制作した

まとめを共有，蓄

積し，参考書（ノ

ート）として活用

する。【学習履歴

の蓄積】 

 

グループで観察

方法を確認し合う

【学習形態】 

６ 

第 2 節  

気圧と圧力 

気圧と圧力につい

て理解し，圧力を求

めることができる。 

 

  

圧力が接した部分の

面積に関係があること

を見いだす。 

圧力とその単位につ

いて知る。  

 
物 体 に 接 し て い

る面積によって，圧

力 が異 な る こ と を

見いだし，大気圧を

圧 力の 一 つ と し て

とらえている。 

［発言分析・記述分

析］ 

 
生徒が制作した

まとめを共有，蓄

積し，参考書（ノ

ート）として活用

する。【学習履歴

の蓄積】  

７ 

「例題」の考え方を

参考にして，「練

習」，「確認」を行

う。 

  
大 気 圧 に 関 し て 振

り返り，具体的な数値

の計算をするな どし

て自らの学習を 調整

しようとしている。 

ワーク P71 を活

用し，大気圧を求

める問いを家庭で

行う。【学習時間

の個別化】 
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［ワークシート・小

テスト］ 

８ 

第 3 節  

気圧と風 

 天気図から各地点

の気圧を読み取るこ

とができる。 

 等圧線をもとに風

向を考えることがで

きる。 

  

気圧と風の関係性

や，等圧線の読み取り

方法などの説明を聞

き，理解する。 

気圧の値は等圧線

で天気図として表さ

れ，時間変化すること

を理解している。ま

た，風が気圧と関係し

ていることを理解し

ている。［発言分析・

記述分析］ 

  
生徒が制作した

まとめを共有，蓄

積し，参考書（ノ

ート）として活用

する。 

【学習履歴の蓄

積】  

９ 

等圧線についての課

題をもとに，風の向き

などについて，考え説

明する。 

 
風が，気圧の高いと

こ ろか ら 低 い と こ

ろ へと 吹 く こ と を

見いだしている。ま

た，低気圧や高気圧

が 気圧 差 に よ る 空

気 の流 れ に よ り つ

く られ て い る こ と

を説明している。 

［発言分析・記述

分析］ 

 
タブレット端末

で配布した天気図

に予想される風向

や風力の強弱，気

圧などを記入しデ

ータとして蓄積す

る。【学習履歴の

蓄積】 

10 

第 4 節  

水蒸気の変化と湿度 

 実験の目的や方法

を理解し，温度など

を正確に調べること

ができる。 

水蒸気が水滴に変化

するのは，どのようなと

きかを考え，空気中の水

蒸気が水滴に変化する

条件を調べる実験の目

的や方法を理解する。 

  
結 露 や 沸 騰 と い っ

た身近な現象から，水

蒸気が水になる とき

の条件を調べる 実験

の内容を理解し よう

としている。 

［発言分析・記述分

析］ 

生徒が制作した

まとめを共有，蓄

積し，参考書（ノ

ート）として活用

する。 

【学習履歴の蓄

積】  

11 

「実験 1」を行い，水

蒸気が水滴に変わる条

件について調べる。  

実験計画にもとづ

いて実験を行い，測定

した条件と値を比較

して，実験データを得

ている。 

［行動観察・ワーク

シート］ 

  
前時の学習内容

を参考に実験を行

う。【協働】 

実験結果にもと

づいて，水蒸気が

水滴に変わる条件

を考察する。  

12 

露点，飽和水蒸気量

についての説明を聞

き，理解する。 

 
実 験 で 得 ら れ た

ことをもとにして，

な ぜ温 度 が 下 が る

と 水蒸 気 が 凝 結 す

るのかを，説明して

いる。［発言分析・

小テスト］ 

 
生徒が制作した

まとめを共有，蓄

積し，参考書（ノ

ート）として活用

する。 

【学習履歴の蓄

積】  

13 

観察 1 の考察 

継続して行った観

察 1 の結果から，天

気の変化と気象観測

データの関係につい

て考察することがで

きる。 

観察 1 のステップ 1

～2 の結果から，校内

のどこで観測しても雲

量，天気は同じである

こと，観測場所によっ

て気温，湿度，風向，

風力が異なることを見

いだす。 

 
気 象 観 測 の 結 果

か ら気 象 要 素 に つ

いて考察し，それら

を 整理 し て ま と め

ている。［発言分析・

記述分析］ 

  

 

Ⅲ 研究テーマとの関連 

１ 校内研究における教科等重点実践事項 

本校の研究テーマ「自ら学び，考え，表現できる生徒の育成～「個別最適な学び」と「協

働的な学び」のある授業づくりを通して～」を受けて，理科の重点実践事項を「観察・実験

を通して，科学的に考察し，自分の考えを根拠を示してしっかりと表現する力を育む」とし

た。 

 

 ２ 校内研究における取組の経緯  

理科の学習においては，タブレット端末を活用し，観察・実験の結果の記録や考察をす

る際の粒子モデルの作成などを行っている。さらに一人一人がまとめた意見の共有などに

もタブレット端末を活用し，他者に伝える活動を効果的に行うことで，科学的に考える力

と論理的に表現する力が向上し，本校の研究テーマに迫ることができるものと考える。 

 



理科－5 

 

 

Ⅳ 本時の指導 

１ 題材   「気象の観測」 

 

２ 目標 

 気象観測の方法についての説明を聞き，気象観測の「基本操作」を身に付けることで，

観測データに単位をつけて正しく記録することができる。 

 

３ 指導における工夫 

研究の視点から考えた以下のような手立てを講じれば，本時の目標を達成することが

できると考える。 

（１）【視点１】｢個別最適な学びによる授業づくりの工夫｣ 

 

     

・担当生徒がタブレット端末を用いてまとめた気象観測に関する「基礎操作」の発表を行わ

せることで，自分なりの工夫を加えてまとめをさせたい。 

 

（２）【視点２】｢協働的な学びによる授業づくりの工夫｣ 

手だて② ペアやグループなど，状況に応じ，課題解決に向けた学習形態の工夫を

行う。 

  ・気象観測の方法を班ごとに確認し合い，その後生徒一人一人がしっかりと気象観測を行

い，特に乾湿計を読み取って湿度を正確に確認させたい。 

 

４ 指導過程（別紙） 

５ 評価 

観 点 評 価 規 準 生徒への支援 

主体的に取

り組む態度 

メモをとるなどして，気象観測

の方法を正しく理解しようとし

ている。 

〔Ａの状況〕 

 発表生徒の話に合わせ，確

認すべきページを開き，タブ

レット端末上でメモを取った

りしている。 
 

学力調査の「主体的に取り組む態度」の正答

率が 60％以上の生徒（4 名） 

発表のためにまとめられたシートを問

題に加工したり，加筆したりして活用させ

る。 

学力調査の正答率が 30％未満の生徒（4 名） 

 大切な情報などにアンダーラインを引

き情報を整理するよう指導する。 

手立て① １人１人の学びを保証するための  ICT の活用を行う。 
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知識・技能 

気象データを正しく読み取り，

単位をつけて記入することがで

きる。 

〔Ａの状況〕 

 効率的に全てのデータをま

とめることができる。 
 

学力調査の正答率が 60％以上の生徒（４名） 

数カ所の湿度を確認させ，なぜ場所によ

って湿度の違いがあるのかといったこと

を考えさせる。 

学力調査の正答率が 30％未満の生徒（3 名） 

  例題を行うことで乾湿計と表の見方に

ついて確認させる。 

 

６ 板書計画 

課題 

 

 

 

 

基礎操作の方法をもとに練習してみよう。 

 

 

７ 資料（別紙１） 

（１） 湿度表 

（２） 風力階級表 

（３） 天気図の記号 

     

 

 

 

気象観測の方法についての説明を聞き，気

象観測の「基本操作」を身に付けることで，

気象データに単位をつけて正しく記録す

ることができる。  

① 映像をもとに風向・風力を記録しよう  

 

② 画像をもとに気圧を読み取り，単位をつけ

て書きましょう。  

 

③ 画像をもとに天気を確認しよう。  

 

④ 画像をもとに湿度を確認しよう。  

 

 

スクリーン  

 

 

生徒がまとめた発表内容 
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Ⅳ－４ 指導過程 

段 

階 

生 徒 の 学 習 活 動 教 師 の 支 援 

学習活動 予想される

反応・動き 

形

態 

◇支援・◆留意点 

・【5 つの提言】・資料 

評価 

（観点）〈方法〉 

 

導

入 

 

５ 

分 
 

１ 本時の課題の

確認をする。 

 

 

 

 

 

 

 

  

２ 発表生徒の確

認をする。 

 

 

 

 

 

 

・どこに記

入すればい

いのかがわ

からない。 

・発表生徒

は，前に出

てくる。 

一

斉 

 

 

 

 

 

 

◆ロイロノートに本時の課題

を入力もしくは手書きモー

ドで記入するよう促し，確認

する。 

・【提言 3】 

◇スクリーンにロイロノート

の画面を映しながら具体的

に指示をする。 

 

 

 

 

展

開 

 

35 

分 

 
 

３ 気象観測（天

気・風向・風力・

気圧・気温・湿

度）についての

発表を聞く。 

 

４ 気象観測につ

いての例題〔天

気・風向・風力・

気圧・気温・湿

度〕を解く。 

 

 

 

 

 

 

・ロイロノ

ートに配布

されたデー

タにメモを

とる。 

 

・単位を書

くことがで

きない。 

・メモリを

見間違えて

いる。 

・乾湿計を

正しく読み

取ることが

できない。 

一

斉 

 

 

 

班 

 

 

 

 

 

 

 

◆各節や実験などを担当する

生徒がそれぞれまとめたテ

キストを全生徒に配布する。

視点１① 

◆配布するテキストには節ご

とに「わかったこと・大切な

考えなど」「まだはっきりし

ないこと・知りたいことな

ど」を記入できるテキストを

つける。 

◇例題を行うときにグループ

内で教え合うよう指示をす

る。視点２③ 

 

 

 

 

 

・メモをとるな

どして，気象観

測の方法を正し

く理解しようと

している。 

（主体的に取り

組む態度） 

＜ロイロノート

への記入＞ 

・気象データを

正 し く 読 み 取

り，単位をつけ

て記入すること

ができる 

（知識・技能） 

＜課題提出箱＞ 

気象観測(天気・風向・風力・気圧・気温・湿度)の方法についての説明を

聞き，気象観測の「基本操作」を身に付けることで，単位をつけて正しく

記録することができる。 
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５ 例題の内容     

をグループで確

認する。 

 

６ いくつかの場

所に設置された

乾湿計を読み取

り，ロイロノー

トで提出する。 

・表の見方

がわからな

い。 

 

・一つの乾

湿計の読み

取りだけで

終わってい

る。 
 

 

 

 

 

個

人 

 

 

 

 

◇一人一人の提出をチェック

して返却し，できなかった生

徒には直接指導を行う。 

【提言１】 

◇早く終わった生徒には，場所

によって湿度が異なる理由

などを考えるよう促す。 

◆全ての生徒が必ず一つは実

際の乾湿計を正しく読み取

ることができることを目指

す。 

 

ま

と

め 

 

10 

分 
 

７  記 録 を ま と

め，気付いたこ

となどを記録す

る。 

 

８ 今後の継続的

な観察について

の説明を聞く。 

 
一

斉 

◆本時の学習の中で，さらに家

庭学習などで補うべき内容

を自分で確認できるよう助

言する。【提言 3】 
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別紙１  

資料（１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料（２）                 資料（３） 


